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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞
…… 群衆を弟子たちと共に呼び寄せて言われた。「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。」
（マルコによる福音書8章34節）
　神の国（ご支配）を宣教する旅は、ここから神が決定的な出来事を起こされるエルサレムへと向かいます。イエスさまは、弟子たちに従う覚悟を問います。「人々は、わたしのことを何者だと言っているか」、弟子たちは「洗礼者ヨハネだ」「エリヤだ」「預言者の一人だ」と町での噂を伝えると、「それでは、あなたがたはわたしを何者だと言うのか」と迫ったのです。イエスさまを、「誰」と信じて従って行くのか、弟子たちだけでなく今、突きつけられているわたしたちへの問いです。又、すべての人間への神からの問いです。
　弟子のペトロは「あなたは、メシアです」と答えました。人々が待望している、ダビデ王の再来、油注がれた王、預言者、祭司に勝って劣らない方と称えたのです。
　そのとき、はっきりとイエスさまは弟子たちに教えました。「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥されて殺され、三日の後に復活することになっている」と。イエスさまは一片の賞賛も、一片の後悔もなく、ご自分の一切を敵対する者（人間）に捧げました。罪人のために犠牲を負われるメシア以外に、罪の人間に救いの道はありません。イエスさまの予告は神の御子の死と、死からの復活が決定づけられた神の計画であります。人に理解できない救いを神が成し遂げるのです。
　メシアが迫害を受けて苦しむことが理解できず、そんなことはないといさめるペトロに、イエスさまは言います「サタン、引き下がれ。あなたは神のことを思わず、人間のことを思っている」と。神の使命を投げ捨てさせ、あなたは立派だと誉めそやす悪魔の誘惑は、正義の仮面を付け、一番身近な人を通して迫ってきます。その誘惑をイエスさまご自身が退け、十字架で死なれました。神の力が死を打ち破り、イエスさまは、死の中から復活されました。わたしたちはその福音を信じ、御心に生きる者とされました。
「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい」と今、招かれます。キリストに従う者とは、キリストと一つにされた者です。敗戦後、後悔と懺悔の中で70年、今また飽くなき欲望のために、殺人をも辞さない、軍隊による強国へと進路を変更しようとする日本の指導者たちの行動は、どれだけ十字架による神の御心に添わないものでしょう。暴力の支配ではなく、仕える愛の支配に生きることを、教会も、キリスト者も表明しなければなりません。
＜祈り＞　父なる神さま、神の心に添わないわたしたちの思いや、為政者の傲慢、不遜を打ち、神の御国を来らせてください。イエス・キリストのみ名によって。アーメン。
　　　　　加藤正勝（滝川教会牧師　北海道中会ヤスクニ・社会問題委員会委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　日本キリスト教会とヤスクニ問題
　
武田　まな（横浜長老教会）

私はこの夏、靖国神社問題特別委員会が主催してくださった「メンソーレ、沖縄に来てみませんか」の沖縄研修の旅に参加するため、初めて沖縄の地を訪れました。
旅の以前から、沖縄の大部分の面積が米軍の基地だということは、知識として知っていました。ですが那覇空港に着くと直ぐに軍施設が見えたり、自動車で高速道路を少し走っただけで、広大な米軍キャンプを横切ることになったり、市街の真ん中に飛行場が存在する沖縄の現実に、「まるで基地の中に沖縄がある」という言葉の意味が実感できました。日本本土はいわんや、まして関東では考えられない沖縄の危険な立地条件に改めて驚きました。

今回の沖縄研修の旅の二日間では、７０年前の沖縄戦から現在に至る沖縄の現状を足早に平和祈念資料館・愛楽園で学習し、沖縄戦語り部の石原絹子さんからは、当時７歳で体験し、家族全員を亡くした沖縄戦のお話を聞くことが出来ました。

また、戦後初めて沖縄の人々で建てられた慰霊塔の魂魄之塔の前で建設時の状況も説明していただきました。ありふれた感想になってしまいますが、戦争とは人が人として生きられない。生き延びても、ずっと悲しい思いを抱えていくことになるのだと知りました。

今回の旅を通じて疑問に思ったのは、私を含めた日本本土の人間の沖縄の米軍基地負担への理解の無さです。沖縄が観光地として人気の高いことは誰でも知るところでしょう。ですが、やれ基地問題・辺野古移設問題に目を向けようとすると、本土の報道機関からは余程関心がない限り、知ることが難しいように隠されているという印象を受けました。沖縄に対して無関心のままでいることを大多数の本土の人間が無自覚に承諾しても、主の民として、私たち日本キリスト教会の群れは沖縄を犠牲にする体制に対し、従順になる訳にはいかないと思います。

同じ群れの兄弟姉妹の苦しみを知らないままでいることが罪であると感じますし、日常的に米軍基地があることから身の危険に晒されている沖縄の方々を覚え、支援することは主の民としての務めだと思います。

ただ残念なことに、近年の日本キリスト教会の集会等で感じることは、困窮している兄弟姉妹・隣人への愛ある支援の意思ではなく、自己憐憫や多数派からの肯定などに重きを置いているように見受けられます。つまり、主の従順から離れ、ただ肉としての生にしがみ付いている。しかし、私達、日本キリスト教会は「真の教会」を願い、イエス・キリストを頭として教団離脱を成し遂げました。今改めて主に立ち返り、苦難の中にいる兄弟姉妹ために祈り、主の肢として具体的に何が出来るのか、一緒に考えることができれば幸いです。

「2015年9月17日（木）の安保法案強行採決は無効ではないか」
栗田英昭（靖国神社問題特別委員会委員長）
安保法案、いわゆる戦争法案に関する参議院特別委員会の審議の中継を見ると、大きく分けて三通りの主張があったと思う。
一つの主張は、国際情勢が変わったということ、集団的自衛権は今すぐ必要であるというものである。この主張をする殆どの委員や参考人は、この法案が憲法違反であるかどうかには触れなかった。
二つ目は、この法案は違憲であるから、憲法9条を変えてから法案を提出すべきだというものである。集団的自衛権が必要であるという委員の中からも、まず憲法9条を変えてから行うべきである、順序を踏んで法案を提出すべきであるという意見もあった。
三つ目の意見は、安保法案は憲法に違反しているので廃案にすべきであるというものである。
法案の審議時間は、100時間を超えたと言われているが、全般的に言えば、与党側の答弁は、「安保法案は国民のいのちと暮らしを守る」、「戦争を防ぐ抑止力になる」、「法的安定性を大切にしている」などといった具体性のない漠然としたもので、何故そのように言えるのか、何故そのような結果が期待できるかを明確にしない、繰返しの答弁であった。
法案の条文の与党側の答弁に関していえば、法案に書いていない内容であったり、以前の答弁と異なっていたり、綜合的に判断するなどという、法案と関係のない答弁、釈然としない答弁が多かった。明確になったことと言えば、この法案提出のための根拠としていた事実が、根拠とはいえなくなったということである。
100時間を超える審議によって何を明らかにすることができたのか。しかし9月17日（木）、審議は打ち切られ、強行採決が行われた。この採決は有効と言えるのだろうか。審議の途中での採決であると言うだけでなく、採決に至る通常の手続きを踏んでいない無効採決であるというべきではないか。この法案は廃案にするのが当然であると思う。
首相は、折に触れて民主主義を守るとか、法律を守るとか、有識者の意見にゆだねるなどと言っている。しかし、今回の採決の姿を見て、首相のいうことの内容とはこういうものをいうのかと思い知らされた。国家の在り方を変えるような法案を一内閣が、多数であることのみを頼みとして、多くの人の反対も有識者の違憲であるという意見も聞かずに決めてよいのだろうか。　　　
琉球新報9月19日の社説には、今回のことに関連して、「慎重審議を求める声を無視するならもはや民主主義国ではない。内閣の恣意（しい）で解釈改憲できるのなら立憲主義でもない。他国で軍事力を使えるようにするのだから平和国家でもない。」とあった。現在、原発再稼働、辺野古基地建設のような国民の民意なしの国策も進められている。日本はどのような国になって行くのだろうか。
日本を「戦死者を出す国へ」変えた安倍晋三とその支持者に問う
「主よ、あなたは偽って語る者を滅ぼし、流血の罪を犯す者、欺く者をいとわれます。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧約聖書：詩編第４編７節）
すでに日本は、朝鮮戦争時の秘密裡の後方支援で一人の戦死者を出し、ＰＫＯ活動後の自衛隊員にも多くの自殺者を出している。ＮＧＯ活動者からも、安保法制はかえって非軍事的国際支援を戦争に巻き込むとの懸念が表明されてきた。その事実を無視して安保関連法案を強行可決させたのは、戦争犠牲者を出してもかまわないという不道徳な態度である。
「あなたたちは不幸だ。自分の先祖が殺した預言者たちの墓を建てているからだ。こうして、あなたたちは先祖の仕業の証人となり、それに賛成している。先祖は殺し、あなたたちは墓を建てているからである。」（ルカによる福音書第11章47,48節）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
もし戦死者が出ても靖国神社や護国神社にまつって「お国のための栄誉の死」「英霊」とあがめれば済むとでも思っているのなら、無責任きわまりないずる賢い魂胆である。今後、確実に戦死者が出るであろう。その責任をどう取るつもりなのか。攻撃した相手に責任のすべてをなすりつけて、国家への忠誠心を煽り、士気を高めようとでもするつもりなのか。
「未熟な者は何事も信じこむ。熟慮ある人は行く道を見分けようとする。」（箴言14:15）
ほとんどすべての憲法学者が違憲と明確に判断したのを無視したのは、あなたがたがそれらの学者よりも頭が良くて賢いとでも思っているのか。傲慢というほかはない。要するに安保法制は、自分たちの国家主義的な政治的信念を強引に自己実現しただけの愚かな決定にすぎず、何らの公的正当性を持ちえないことが今後明らかにされ、あなたがたは大恥をかくことになろう。
国内の、ヘイト・スピーチなどの人権侵害は放置し、深刻な原発・自然災害への対応はおろそかにしながら、「国民の生命と財産を守るため」という口実は、偽善もはなはだしいというべきである。また、武器の製造と輸出によって儲けようとする経済界の不健全な要請に応じて、あたかも景気が回復するかのような麻薬的幻想をふりまいて住民をだますのも、歴史の審判には耐えられない策略にすぎない。もう一度言うが、安倍晋三首相とその支持者たちには、これからの戦死者の血の責任が問われることを承知しておくべきである。
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「何ということをしたのか。お前の弟の血が土の中からわたしに向かって叫んでいる。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（創世記第４章10節）２０１５年９月２５日　
日本キリスト教会北海道中会ヤスクニ・社会問題委員会　
委員長　古賀　清
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